
統計データから見える状況

地域の状況

○つながりの希薄化

市全体の近所付き合いの程度では、４割

弱が「あいさつをする程度」となっており、

約１割は「ほとんど面識がない」と回答して

います。

○地域の活動者の不足・
自治会加入率の低下

近年、地域活動ボランティアや民生委員・

児童委員などの活動者の不足、自治会加

入率の低下が進んでいます。価値観の多

様化やライフスタイルの変化

も、その要因と考えられます。

○興味・関心を共有する新しいつながり

興味・関心を共有できるグループやオンライン

上のゆるやかなつながり、様々な生きづらさを

抱える当事者同士のつながりなどは増えつつあ

ります。

近所付き合いの程度

○人口減少と高齢化の進行

人口減少、少子高齢化の全国的な傾向と

同様、令和７年２月には人口が30万人を下

回りました。また、人口に占める老年人口の

割合は益々増えていく見込みです。

○単身世帯の増加

全国的に単身世帯が増えており、令和２２

（2040）年には、約4割が単身世帯になると

見込まれています。本市でも、今後の単身世

帯の増加に伴う影響を見極める必要があり

ます。

○外国人住民の増加

市内の人口に占める外国人住民の人口は

約２％を占め、今後も増加する見込みです。

ともに暮らす生活者としての外国人の存在

にも目を向けていく必要があります。
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市の状況

○相談件数の増加

高齢分野の相談件数が大きく増加しているほか、障害分野の相談件数も増加しています。

高齢の親と障害のある子の世帯に介護や親亡きあとの問題があるなど、複合的な課題に関

する相談が増加しており、連携先も多岐にわたることから、相談対応件数の増加や対応の難し

さにつながっています。

○連携した対応の必要性

分野を超えた支援を必要とする「複合的な課題」や、これまでの支援制度では対応が難しい

「制度の狭間の課題」への対応を求められる状況が見られています。地域には、困りごとをか

かえても助けを求められない人など、相談窓口につながりにくい支援ニーズもあります。地域

の活動や居場所でのゆるやかなつながりは、それ自体が見守りの役割を果たすセーフティネッ

トになります。様々な課題に対して、地域住民や多様な主体がつながり、それぞれの強みを活

かし連携して対応していく必要性が高まっています。

○地域づくりと個別支援の連携

これまで、高齢分野が先行して、地域住民による地域づくりと専門職による個別支援が連携

する仕組みを整えてきました（いつまでも安心して住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続け

られる 「地域包括ケアシステム」の構築 ）。

このような仕組みを、世代や分野に関わらず、すべての人を対象とした仕組みとして整えて

いくことが必要です。そのため、令和３年度に重層的支援体制整備事業を開始しました。
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